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○
令

和
４

年
度

新
幹

線
諫

早
駅

開
業

に
向

け
、

管
理

用
通

路
の

整
備

も
含

め
、

諫
早

駅
周

辺
整

備
等

の
新

幹
線

開
業

効
果

を
最

大
限

に
引

き
出

す
た

め
の

様
々

な
取

り
組

み
が

行
わ

れ
て

い
る

。
「
駅

前
公

園
」
は

諫
早

駅
利

用
者

等
を

本
明

川
へ

導
く
玄

関
口

と
し

て
期

待
さ

れ
て

お
り

、
「
本

明
川

」
と

一
体

と
な

っ
た

新
た

な
賑

わ
い

の
拠

点
整

備
の

ニ
ー

ズ
が

高
ま

っ
て

い
る

○
天

満
・
永

昌
地

区
で

は
令

和
2年

3月
に

か
わ

ま
ち

づ
く
り

計
画

が
変

更
登

録
さ

れ
、

駅
前

公
園

の
立

地
を

活
か

し
た

、
新

た
な

賑
わ

い
の

拠
点

整
備

が
追

加
さ

れ
た

。
国

土
交

通
省

に
お

い
て

は
、

河
川

利
用

上
の

安
全

性
等

を
向

上
さ

せ
る

た
め

、
管

理
用

通
路

等
の

整
備

を
実

施
す

る
。

天
満

・
永

昌
地

区
水

辺
整

備
事

業
【
直

轄
】

河
川

－
１

０

拠
点
整
備
箇
所

天
満

・
永

昌
地

区

諫
早

駅駅
前

公
園

⾯
的
整
備
箇
所

（
H
29
年
度
完
了
）

事
業

箇
所

■
整

備
イ

メ
ー

ジ

高
水

敷
整

正

張
芝

、
ト

イ
レ

、

植
樹

、
ベ

ン
チ

）
階

段

管
理

用
通

路
（
坂

路
）

護
岸

築
堤

局
舎

移
設

■
現

況

駅
前

公
園

本
明

川

本
明

川

令
和

３
年

度
実

施
内

容
：
詳

細
設

計

事
業

費
：

１
６

百
万

円

事
業

箇
所

凡
例

整
備

内
容

（
国

）

整
備

内
容

（
市

町
）

管
理

用
通
路
利

用
状
況

継
続

て
ん

ま
ん

え
い

し
ょ

う
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本
明

川
ダ

ム
建

設
事

業
【
直

轄
】

河
川

－
１

１

■
事

業
概

要
○

場
所

長
崎

県
諫

早
市

（
本

明
川

水
系

本
明

川
）

○
目

的
洪

水
調

節
流

水
の

正
常

な
機

能
の

維
持

○
諸

元
堤

高
：
約

5
5
.5

ｍ
総

貯
水

容
量

：
約

6
,2

00
千

m
3

○
経

緯
平

成
2
年

度
実

施
計

画
調

査
着

手
平

成
6
年

度
建

設
事

業
着

手

○
事

業
効

果
ダ

ム
に

よ
る

洪
水

調
節

を
行

い
、

本
明

川
ダ

ム
下

流
域

の
治

水
安

全
度

の
向

上
を

図
る

。
ま

た
、

下
流

河
川

の
環

境
を

維
持

す
る

た
め

の
水

量
を

確
保

し
渇

水
被

害
の

軽
減

を
図

る
。

◆
洪

水
被

害
と

渇
水

被
害

の
軽

減
を

図
る

ダ
ム

本
明
川

長
崎

県

本
明

川
ダ
ム

佐
賀

県

位
置

図

本
明
川

ダ
ム
完
成

イ
メ
ー
ジ

■
令

和
３

年
度

実
施

内
容

付
替

道
路

工
事

、
用

地
補

償
、

本
体

関
連

の
調

査
・
測

量
・
設

計
等

基
礎

地
盤

E
L.

約
9
6.

0m

最
低

水
位

E
L
.約

1
1
7.

0m

平
常

時
最

高
貯

水
位

E
L
.約

1
33

.5
m

洪
水

時
最

高
水

位
E
L.

約
1
48

.0
m

堆
砂

容
量

40
0,

0
00

m
3

利
水

容
量

2
,0

0
0,

0
00

m
3

洪
水

調
節

容
量

3
,8

00
,0

0
0m

3

流
水

の
正

常
な

機
能

の
維

持
2
,0

0
0,

0
00

m
3

有
効

貯
水

容
量

5
,8

00
,0

0
0m

3

総
貯

水
容

量
6,

20
0,

0
00

m
3

諸
元

い
さ

は
や

し
ほ

ん
み

ょ
う

が
わ

事
業

費
：

4
,
8
5
8
百

万
円

継
続
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■
雲

仙
・
普

賢
岳

直
轄

砂
防

管
理

（
島

原
市

、
南

島
原

市
）

○
雲

仙
・
普

賢
岳

は
、

平
成

２
年

１
１

月
に

噴
火

活
動

を
再

開
し

、
噴

火
に

伴
う

火
砕

流
や

土
石

流
に

よ
っ

て
甚

大
な

被
害

が
発

生
。

現
在

で
も

大
量

に
土

砂
が

堆
積

し
、

毎
年

の
よ

う
に

土
石

流
が

発
生

し
て

い
る

。
ま

た
、

山
頂

付
近

に
は

溶
岩

ド
ー

ム
と

呼
ば

れ
る

巨
大

な
岩

塊
群

が
形

成
さ

れ
、

崩
落

等
の

危
険

性
が

懸
念

さ
れ

る
こ

と
か

ら
依

然
と

し
て

警
戒

区
域

が
設

定
さ

れ
て

い
る

。
○

こ
の

た
め

、
除

石
や

砂
防

施
設

修
繕

は
無

人
化

施
工

に
よ

る
高

度
な

技
術

を
用

い
て

、
管

理
を

行
う

必
要

が
あ

る
。

河
川

－
１

２
雲

仙
・
普

賢
岳

直
轄

砂
防

管
理

う
ん

ぜ
ん

し
ま

ば
ら

し

砂
防

管
理

実
施

区
域

雲
仙

・
普

賢
岳

山
麓

の
水

無
川

流
域

の
特

殊
性

赤
松

谷
川

上
流

で
発

生
し

た
土

石
流

（
H

27
年

6月
）

無
人

化
施

工
操

作
室

無
人

化
施

工
状

況
（
警

戒
区

域
内

）

砂
防

管
理

範
囲

令
和

３
年

度
実

施
内

容
：
除

石
工

等

み
な

み
し

ま
ば

ら
し

管
理

費
：

9
4
2
百

万
円

継
続

ふ
げ

ん
だ

け
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■
緑

川
で

は
、

平
成

1
9
年

7
月

洪
水

で
家

屋
等

の
浸

水
被

害
が

発
生

。
災

害
時

の
緊

急
復

旧
活

動
を

行
う

上
で

必
要

な
緊

急
用

資
材

を
事

前
に

備
蓄
し
、
資
材
の

搬
出
入
や
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
の
離
着
陸
な
ど

に
必
要
な
作
業
面
積

を
確
保
す
る
た
め
に

、
「
河
川
防
災
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
」

の
整

備
を

、
甲

佐
町

と
連

携
し

て
実

施
す

る
。

■
「
河
川
防
災
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
」
を
整
備

す
る
こ
と
で
、
迅
速

な
復
旧
活
動
や
広
域

支
援
が
可
能
と
な
る

ほ
か
、
平
常
時
に
は

防
災
学
習
の

拠
点

や
地

域
の

交
流

・
憩

い
の

場
等

と
し

て
の

活
用

も
図

る
。

船
津

地
区

河
川

防
災

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

整
備

事
業

【
直

轄
】

河
川

－
１

３
ふ

な
つ

新
規

施
設
配
置
平
面
図

活
用
イ
メ
ー
ジ
（
災
害
時
）

河
川

防
災

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

緑
川

位
置
図

河
川

防
災

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

主
な

整
備

メ
ニ

ュ
ー

事
業

主
体

整
備

内
容

国
交

省
盛

土
造

成
、

緊
急

復
旧

用
資

材
の

備
蓄

、
ヘ

リ
ポ

ー
ト

等

甲
佐

町
水

防
セ

ン
タ

ー
の

設
置

事
業

費
：

1
,
5
6
2
百

万
円

※
緑

川
水

系
に

お
け

る
直

轄
河

川
改

修
事

業
の

令
和

３
年

度
事

業
費

を
記

載
し

て
お

り
ま

す
。

船
津

地
区

河
川

防
災

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

甲
佐

町

御
船

町

嘉
島

町

宇
土

市

熊
本

市
緑

川
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A
‘

■
菊
池
川
で
は
、
平
成
2
4
年
7
月
九
州
北
部
豪
雨
等
に
よ
る
被
害
を
受
け
、
堰
改
築
、
橋
梁
架
替
等
の
河
川
改
修
を
実
施
し
て
い
る
。

■
菊
池
川
中
流
部
に
お
い
て
は
、
狭
窄
部
と
な
っ
て
い
る
菰
田
橋
の
架
替
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
治
水
安
全
度
の
向
上
を
図
る
。

菰
田

橋
架

替
事

業
【
直

轄
】

河
川

－
１

４
新

規

玉
名

市
玉

名
市

菊
池

市
菊

池
市

山
鹿

市
山

鹿
市

植
木

町
植

木
町

←←
菊

池
川

菊
池

川

竜 門 ダ ム竜 門 ダ ム

有
明

海

和
水

町
和

水
町

玉
名

市
玉

名
市

菊
池

市
菊

池
市

山
鹿

市
山

鹿
市

植
木

町
植

木
町

←←
菊

池
川

菊
池

川

竜 門 ダ ム竜 門 ダ ム

有
明

海

和
水

町
和

水
町

事
業

箇
所

事
業
費
：
1
,
4
3
3
百
万
円

菊 池 川

現
在

の
菰

田
橋

※
菊

池
川

水
系

に
お

け
る

直
轄

河
川

改
修

事
業

の
 

 令
和

３
年

度
事

業
費

を
記

載
し

て
お

り
ま

す
。

横
断

イ
メ

ー
ジ

菰
田

橋
架

替
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○
熊

本
市

で
は

、
市

内
の

白
川

沿
い

に
「
白

川
ち

ゃ
り

ん
ぽ

み
ち

」
（
自

転
車

歩
行

者
専

用
道

路
）
を

整
備

し
て

お
り

、
自

転
車

で
円

滑
に

通
行

で
き

る
取

組
を

通
じ

て
市

民
や

観
光

客
等

の
移

動
円

滑
化

を
助

け
、

多
く
の

人
々

で
賑

わ
い

を
み

せ
て

い
る

。
○

熊
本

市
街

部
地

区
は

令
和

2年
3月

に
か

わ
ま

ち
づ

く
り

計
画

が
登

録
さ

れ
、

自
転

車
を

活
用

し
市

民
に

親
し

ま
れ

る
河

川
空

間
及

び
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

創
出

し
、

中
心

市
街

部
の

活
性

化
や

観
光

振
興

の
促

進
を

目
指

し
て

お
り

、
国

土
交

通
省

に
お

い
て

、
河

川
巡

視
や

河
川

管
理

の
円

滑
化

、
河

川
利

用
上

の
安

全
性

等
向

上
さ

せ
る

た
め

、
管

理
用

通
路

等
の

整
備

を
実

施
す

る
。

熊
本

市
街

部
地

区
水

辺
整

備
事

業
【
直

轄
】

河
川

－
１

５

令
和

３
年

度
実

施
内

容
：
測

量
設

計

令
和

２
年

度

実
施

内
容

：
管

理
用

通
路

等
（
広

津
地

区
）

事
業

費
：

５
９

百
万

円

白
川

サ
ク

ラ
マ
チ
ク

マ
モ
ト

下
通

ア
ー
ケ
ー

ド
街

事
業
費
：
２
２
百
万

円

事
業

箇
所

事
業

箇
所

整
備

イ
メ

ー
ジ

熊
本

城

白
川

夜
市

白
川

ち
ゃ
り
ん

ぽ
み
ち

利
用

状
況

新
規
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木
葉

川
大

規
模

特
定

河
川

事
業

【
補

助
】

河
川

－
１

６

県
道

1
9
1
号

線
（
部

田
見

木
葉

線
）

木
葉

小
学

校

事
業
実
施
の
イ
メ
ー
ジ

平
面
図

■
菊

地
川

水
系

木
葉

川
大

規
模

特
定

河
川

事
業

（
玉

名
郡

玉
東

町
）

菊
池

川
水

系
木

葉
川

は
、

玉
東

町
内

の
住

宅
密

集
地

を
流

下
し

て
お

り
、

平
成

２
４

年
７

月
の

九
州

北
部

豪
雨

に
よ

る
洪

水
等

で
甚

大
な

被
害

が
発

生
し

た
。

こ
の

た
め

、
大

規
模

特
定

河
川

事
業

に
よ

り
Ｊ
Ｒ

橋
架

替
お

よ
び

河
道

掘
削

等
を

集
中

的
に

実
施

し
、

早
期

に
地

域
の

安
全

性
の

向
上

を
図

る
。

被
害
概
要

（
橋

梁
断

面
）

Ｊ
Ｒ

橋
梁

（
鹿

児
島

本
線

）

菊
池

川
水

系
木

葉
川位
置
図

被
害
状
況

文

：
浸

水
想

定
区

域
（
計

画
規

模
）

浸
水

戸
数

（
戸

）

床
下

床
上

計

H
1
1
.9

5
1

2
5

7
6

H
1
8
.6

6
7

2
9

9
6

H
2
4
.7

5
1
6

2
1

文

：
H2

4.
7浸

水
実

績

玉
東

町
役

場

事
業

区
間

Ｌ
＝

２
５

０
ｍ

新
規 事
業

費
：

3
8
百

万
円

こ
の

は
が

わ

き
く

ち
が

わ
こ

の
は

が
わ

た
ま

な
ぎ

ょ
く

と
う

中
央

公
民

館

玉
東

中
学

校

令
和

３
年

度
実

施
内

容
：
測

量
､調

査
､

設
計

等

玉
東

町

JR
橋

梁
改

築

河
道

掘
削

等
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立
野

ダ
ム

建
設

事
業

【
直

轄
】

河
川

－
１

７

■
令

和
３

年
度

実
施

内
容

本
体

工
事

、
管

理
用

設
備

等

平
成

２
年

７
月

洪
水

昭
和

５
５

年
８

月
洪

水 阿
蘇

長
陽

大
橋

共
用

済
み

八
代

海

球
磨

川

立
野

ダ
ム

白
川

緑
川

熊
本

県

立
野

ダ
ム

完
成

イ
メ

ー
ジ

白
川

位
置

図

■
事

業
概

要
○

場
所

（
右

岸
）
熊

本
県

阿
蘇

郡
南

阿
蘇

村

（
左

岸
）

〃
菊

池
郡

大
津

町
（
白

川
水

系
白

川
）

○
目

的
洪

水
調

節

○
諸

元
堤

高
：
約

9
0
m

総
貯

水
容

量
：
約

1
0
,0

00
千

m
3

○
経

緯
昭

和
5
4
年

度
実

施
計

画
調

査
着

手
昭

和
5
8
年

度
建

設
事

業
着

手

○
事

業
効

果
ダ

ム
に

よ
る

洪
水

調
節

を
行

い
、

立
野

ダ
ム

下
流

域
の

治
水

安
全

度
の

向
上

を
図

る
。

◆
洪
水
被
害
軽
減
を
図
る
洪
水
調
節
専
用
の
ダ
ム

２
５

０

２
１

０

２
０

０

１
９

０

２
４

０

２
３

０

２
２

０

２
９

０

２
８

０

２
７

０

２
６

０

３
０

０

標
高

　
（

ｍ
）

基
礎

岩
盤

標
高

1
9
5
.
0
m

堤
　

頂
　

長
　

約
2
0
0
m

減
勢

工
水

叩
き

 
標

高
2
0
0
.
0
m

１
８

０

１
９

０

２
１

０

２
０

０

２
２

０

２
３

０

２
４

０

２
５

０

２
６

０

２
７

０

２
８

０

２
９

０

標
高

　
（

ｍ
）

サ
ー

チ
ャ

ー
ジ

水
位

　
標

高
2
7
6
.
0
m

ダ
ム

軸

ダ
ム

天
端

　
標

高
2
8
2
.
0
m
　

基
礎

岩
盤

標
高

1
9
5
.
0
m

約
2
0
0
m

ダ
ム

下
流

面
図

標
準

断
面

図

あ
そ

ぐ
ん

み
な

み
あ

そ
む

ら

き
く
ち

ぐ
ん

お
お

づ
ま

ち
し

ら
か

わ

事
業
費
：
1
5
,
2
9
6
百

万
円

工
事

状
況

写
真

継
続
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球
磨

川
水

系
（
川

辺
川

）
直

轄
砂

防
事

業

■
球

磨
川

水
系

（
川

辺
川

）
直

轄
砂

防
事

業
（
八

代
市

泉
町

、
球

磨
郡

五
木

村
、

球
磨

郡
相

良
村

）

○
川

辺
川

流
域

は
、

急
峻

な
地

形
、

脆
弱

な
地

質
条

件
を

有
し

て
お

り
、

多
雨

地
帯

で
も

あ
る

こ
と

か
ら

、
こ

れ
ま

で
頻

繁
に

豪
雨

に
よ

り
土

砂
災

害
を

引
き

起
こ

し
て

お
り

、
近

年
で

は
平

成
２

４
年

に
土

石
流

が
発

生
し

大
き

な
被

害
を

も
た

ら
し

た
。

○
土

石
流

に
よ

る
直

接
的

な
土

砂
災

害
の

防
止

や
下

流
河

川
の

河
床

上
昇

に
伴

う
洪

水
被

害
の

防
止

を
図

る
た

め
、

砂
防

設
備

を
整

備
中

。

く
ま

が
わ

か
わ

べ
が

わ

：
令

和
３

年
度

実
施

川
辺

川
流

域
図

小
川

第
２

砂
防

堰
堤

横
手

谷
砂

防
堰

堤
改

築
よ

こ
て

た
に

お
が

わ

初
神

地
区

砂
防

堰
堤

群
は

つ
が

み

河
川

－
１

８

令
和

３
年

度
実

施
箇

所

令
和

３
年

度
実

施
内

容
：
砂

防
堰

堤
工

等

川
辺

川
流

域
砂

防
設

備
改

築

事
業

費
：

6
8
1
百

万
円

樅
木

川
第

３
砂

防
堰

堤
も

み
き

が
わ

横 手 谷

横
手
谷
砂
防
堰
堤
改
築

や
つ

ぃ
ろ

し
い

ず
み

ま
ち

く
ま

ぐ
ん

い
つ

き
む

ら
く

ま
ぐ

ん
さ

が
ら

む
ら

継
続
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■
阿

蘇
山

直
轄

砂
防

事
業

（
阿

蘇
市

、
南

阿
蘇

村
）

○
平

成
２

８
年

熊
本

地
震

と
そ

の
後

の
降

雨
を

踏
ま

え
、

土
砂

災
害

に
よ

る
被

害
を

防
止

・
軽

減
す

る
た

め
、

阿
蘇

山
（
阿

蘇
カ

ル
デ

ラ
内

）
に

お
い

て
、

砂
防

堰
堤

等
の

整
備

を
実

施
。

河
川

－
１

９
阿

蘇
山

直
轄

砂
防

事
業

あ
そ

さ
ん

あ
そ

し
み

な
み

あ
そ

む
ら

凡
例 市

町
村

界

主
要

河
道

事
業

区
域

東
下

田
川
２

ひ
が

し
し

も
だ

か
わ

白
川

土
石

流
発

生
状

況

地
震

後
の

土
砂

の
流

出
状

況

H
28

.4
.2

9撮
影

令
和

３
年

度
実

施
内

容
：
砂

防
堰

堤
工

等

保
全

対
象

保
全

対
象

湯
浦

川

白
川

国
道

32
5号

H
28

.8
.6

撮
影

令
和

３
年

度
整

備
箇

所

上
の

小
屋
川
２

か
み

の
こ

や
か

わ

盤
名

木
川

は
ん

な
ぎ

か
わ

夜
峰

山
よ

み
ね

や
ま

西
湯

浦
川
１

に
し

ゆ
の

う
ら

か
わ

西
湯

浦
川

１
東

下
田

川
２

南
阿

蘇
鉄

道

三
王

谷
川
２

さ
ん

お
う

た
に

西
平

川
１

に
し

ひ
ら

か
わ

事
業

費
：

1
,
9
2
0
百

万
円

三
王

谷
川
１

さ
ん

お
う

た
に

中
山

川
な

か
や

ま
か

わ

高
森

川
２

た
か

も
り

か
わ

高
森

川
１

た
か

も
り

か
わ

上
の

小
屋
川
１

か
み

の
こ

や
か

わ

的
石

川
１

ま
と

い
し

か
わ

赤
瀬

川
１

あ
か

せ
か

わ
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